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漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 事業名 復興地域づくり加速化事業

事業概要

１．事業名　漁業集落防災機能強化復興地域づくり加速化事業
　　　　　　（浜田地区・浜田中継ポンプ場嵩上げ工事）

【事業年度】
　　平成29年度～平成30年度

２．事業の目的

　東日本大震災により浜田地区は約70㎝地盤が沈下し、復興事業により地盤沈下戻しの嵩上げを
行っている。そのため、当該地区にある浜田中継ポンプ場はこのままだと窪地となってしまうた
め、本事業によりポンプ場内の敷地を周辺と同様に嵩上げするものである。なお、ポンプ場は、
現況地盤高のままでも支障がないことを確認済み。

【基幹事業との関連性】
　事業番号・事業名：C-5-3　浜田地区漁業集落防災機能強化事業
　
　浜田地区においては、漁業集落において防災機能を強化するため避難路、避難場所の整備を進
めてきた。
　しかし、本事業の下水道施設であるポンプ場が窪地となることで、高潮時の冠水、海水による
施設設備等の塩害、降雨時、周辺雨水側溝からの逆流や冠水、敷地内が冠水することで緊急時に
おける施設の点検や、確認作業の難航が懸念される。
　高潮による冠水や、雨水排水の逆流により冠水などで隣接する漁業集落に対して慢性的な排水
機能の低下や、下水道施設の健全な維持管理ができなくなることで生活環境への悪影響が考えら
れるため整備を行う。

【事業費内訳】22,100千円

（１）測量設計費　  　　　　　3,500千円
（２）ポンプ場嵩上げ工事　   18,600千円
　　　　　合　計　　　　　　 22,100千円
　

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

３．事業内容

　浜田漁港同様、中継ポンプ場も約70cm地盤沈下したが、本事業で沈下戻しの嵩上げについては
30cmを予定しており、敷地内の側溝入れ替えや周辺臨港道路の側溝を利用し排水することとして
いる。なお、盛土材（80ｍ3）については、近隣での流用可能な土砂等がないことから、購入土
で行う。
　　　・測量設計　　　一式
　　　・嵩上げ工　    盛土80ｍ3、路盤149ｍ3（再生砕石）
　　　・舗装打ち換え　595ｍ2（震災前と同規模）
　　　・フェンス設置　120ｍ（撤去・再設置）
　　　・L型側溝設置　 105ｍ（撤去・再設置）
      ・門扉　　　　　1基（新設）
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２．事業の目的

　東日本大震災後に漁業施設が再建及び新たに建設され、須賀漁港内での漁業作業者やそれに伴
う作業車両が増えたことにより、利府町地域防災計画を踏まえて、災害時等の避難を迅速かつ安
全に行うために、必要な道路整備を行うもの。

３．事業内容

　須賀地区の避難経路としてボトルネックとなっている狭隘な直角カーブ箇所を回避して、災害
時等の円滑な避難を可能とするために必要な道路（L=40m）を整備する。なお、交差点改良に伴
い塩竈警察署とは協議済みで、整備用地は町費用で取得していた土地を活用。

　　　・道路整備　　　Ｌ＝40ｍ、Ｗ＝5.5ｍ

　整備時期については、隣接の護岸整備工事の完成（H28.9完成）及び隣接地中に築造する排水
機能強化事業で行うポンプ施設の発注（H29.12契約予定）が整ったことから、本事業を速やかに
行うものである。

【基幹事業との関連性】
　事業番号・事業名：C-5-4　須賀地区漁業集落防災機能強化事業
　
　須賀地区においては、漁業集落において防災機能を強化するため、別事業において地区の山側
に整備している避難路沿いに避難場所の整備を進めてきた。
　本事業により、災害時等に漁港周辺から避難場所へ円滑に避難できるようにするものである。

【事業年度】
　　平成29年度～平成30年度

【事業費内訳】

　道路整備工事  　　　　　9,340千円

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 事業名 復興地域づくり加速化事業

事業概要

１．事業名　漁業集落防災機能強化復興地域づくり加速化事業
　　　　　　（須賀地区道路整備工事）


